
 このたびは当商品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。使用に際しましては取扱説明書を
よくお読みいただきますようお願いいたします。

    安全のために
○ 作業時は必ず保護メガネを着用してください。
○ 工具に力を掛ける時は作業範囲内に障害物がない事を確認ししっかりと
    スリップを持って不意に離さないようにしてください。
○ ﾂｰﾙを操作中は作業服をきちんとし、装飾類は外してください。
○ 回転する部分にからだの一部を近づけないでください。
○ 長髪は機械に巻き込まれないように束ねてください。
○ 背伸びして作業しないでください。適切なスタンスとバランスで作業してください。

      警告
○ 仕様以上のトルクを機器に掛けないでください。
○ 電源を切って装置を使用しないでください。電源を入れてﾒｰﾀｰが表示されて
   いる時に使用してください。
○ 作業に入る前に装置の能力以内の作業である事を確認してください。
○ パイプやレンチハンドルのようなｴｸｽﾃﾝｼｮﾝを使用しないでください。
○ ﾗﾁｪｯﾄﾚﾝﾁを使用する時は正しい方向に切替ﾚﾊﾞｰが入っているか確認してください。
○ この装置ではｲﾝﾊﾟｸﾄﾂｰﾙや振動ﾀｲﾌﾟのﾂｰﾙを検査に使用しないでください。
○ 当製品は頑丈な作業ベンチや壁や構築物に取付けて使用してください。
○ 装置から異様な音がした時はサービスの使用を中止して修理に当ててください。
○ 欠けたりひび割れたソケットや部品類を使用しないでください。

     警告（充電時）
○ 充電端子に導体物など挟まないようにしてください。
○ 室内でのみ使用してください。充電器を雨の中や湿気の多い所にさらさないでください。
○ 損傷したコードは使用しないでください。
○ 純正品以外の充電器は使用しないでください。電池が爆発する可能性があります。
○ 充電器に延長コードを使用しないでください。
○ 損傷した充電器は使用しないでください。
○ 充電器を分解しないでください。
○ 充電器を２つ連結しないでください。
○ 損傷したｺｰﾄﾞやﾌﾟﾗｸﾞで充電器を使用しないでください。
○ 充電器を落したら作業には使用しないでください。
○ メンテナンスやクリーニングする前は充電器をｺﾝｾﾝﾄから外してください。
   感電や火災は人身事故になります。充分ご注意ください。

   セットアップの手順
Ａ．構成内容  １．本体  ２．１１０V ＡＣｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ  ３．ｿｹｯﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ（ﾒｽＸﾒｽ）
Ｂ．本体を梱包から取出しベンチか作業台の上に置きます。充電器のﾌﾟﾗｸﾞをテスターの
    本体裏にある充電用ソケットに差し込み、充電器のｱﾀﾞﾌﾟﾀｰは１１０Vのコンセントに
    差し込みます。約２４時間充電してください。
Ｃ．ﾃｽﾀｰ上面にある電源ｽｲｯﾁをＲｏｃｋｅｒからＯＮに入れます。表示画面は“００００”を
   表示します。もし表示しない時は本体側面にあるｾﾞﾛ調整ノブで４つの数字をできる
   だけｾﾞﾛに近づけてください。ｾﾞﾛ調整ノブは感度が高いのでゆっくりと回す事をお勧め
   します。
Ｄ．付属するﾃｽﾄ用ソケットを本体の差込角に取付けてください。
Ｅ．希望するﾓｰﾄﾞを選択します。ﾃｽﾀｰの右側面にモード選択スイッチがあります。
    “Track”、“Peak Hold”、“First Peak”、“Power Tool"のﾓｰﾄﾞがあります。
Ｆ．希望するトルクの単位を選択します。本体中央に切替ボタンがあります。
Ｇ．表示のクリアー（手動/自動）を選択します。手動クリアーの場合、“Ｒ”ﾘｾｯﾄﾎﾞﾀﾝを
    押すまで読み値はＬＣＤに表示されます。自動リセット機能の場合、読み値は
    約2秒間表示された後ｾﾞﾛに戻ります。
Ｈ．スイベルヘッドを動かして表示値が作業者の読み取りやすい位置に向けてください。

○ 仕様 ○ 電源  ニカドﾊﾞｯﾃﾘｰ（充電式）
・ エレクトリカル トルクテスター    使用時間  約８時間
・ サイズ  ３６９Ｘ１１４Ｘ６０mm ○ 精度  ±0.5% ±1dig
・ 重量  2.1kg ○ 使用温度 ５～４２℃
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  ○ 各部名称

○ モードについて
・Track モード
   主にトルク測定に使用します。装置にトルクがかかると、トルク値を表示します。トルクが
  解除されると表示値も戻ります。このモードはホールド機能はありません。
・Peak Hold モード
   ダイヤル式及びﾋﾞｰﾑﾀｲﾌﾟのトルクレンチに使用してください。トルクが加えられると、
  テスターは最高値を保持します。
・First Peak
   ﾏｲｸﾛﾒｰﾀｰﾀｲﾌﾟ（ｸﾘｯｸﾀｲﾌﾟ）のトルクレンチに使用してください。レンチがカチッとなった
  時に赤いＬＥＤが点滅し、ﾌﾞｻﾞｰが鳴ります。
・Power Tool モード
  電動工具でｲﾝﾊﾟｸﾄでないﾀｲﾌﾟのものに使用しますが、ｵﾌﾟｼｮﾝのｼﾞｮｲﾝﾄｼﾐｭﾚｰﾀｰを併用
  する事をお勧めします。振動ﾀｲﾌﾟのｴｱｰﾂｰﾙは当製品での使用をお勧めしません。

（参考モード）
  ダイヤルレンチ、スクリュ－ドライバー Peak（or Track） モード
  ビームレンチ Peak（or Track） モード
  マイクロメーターレンチ First Peak モード
  プリセットレンチ First Peak モード
  ﾊﾟﾜｰﾂｰﾙ（ただしｵﾌﾟｼｮﾝ併用の事） Power Tool or Peak モード
  校正 Track モード

○ マウントについて
 当製品を壁などにマウントする時は1/4”ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄ、ﾜｯｼｬｰなどを併用してしっかりと固定
してください。

① ＬＣＤ表示
② ブザー音スピーカー（first peak時）
③ ＬＥＤｲﾝｼﾞｹｰﾀｰ（first peak時）
④ ｽｲﾍﾞﾙﾈｯｸ
⑤ 手動/自動クリアーボタン
⑥ モード選択スイッチ
⑦ ＯＮ-OFF Rockerｽｲｯﾁ
⑧ リセットボタン
⑨ トルク単位切替ボタン
⑩ ゼロ調整ボタン
⑪ 校正ネジ
⑫ 許容トルク表示
⑬ 差込角
⑭ バックプレート
⑮ 電池カバー
⑯ ＡＣアダプター ソケット

2 / 4 ﾍﾟｰｼﾞ



○ レンチのかけ方

○ 重要
・当製品（トルクテスター）は変換器です。トルク変換器は高感度の計測工具です。
 変換器の許容範囲を超える“オーバートルク”を掛けると変換器は損傷を受けます。
 変換器に対してはゆっくりと負荷を掛け、いかなる適用においても許容範囲を超え
 てはなりません。
・当製品を使用する前に最大のレンジで使用してください。（正しいレンチのかけ方を
 参照してください）。テストを完了したレンチでその最大値を装置に掛けます。
 レンチを戻し、変換器を無負荷に戻します。この作業を２、３回繰り返してください。
 レンチを装置から外し本体側面のｾﾞﾛボタンを押してＬＣＤの表示をすべてｾﾞﾛにします。
・トルクの掛ける方向（時計方向、反時計方向）を変える時は変換器は新しい方向の
 使用を行わなければなりません。読み値を取る前に上記方法で調整してください。

○ 警告
・当製品にはインパクト及び振動タイプの工具を使用しないでください。ｸﾗｯﾁﾀｲﾌﾟの
 ｴｱｰ/電動工具ででき得る限り変換器の最大レンジを超えないものに限り使用して
 ください。ｲﾝﾊﾟｸﾄﾂｰﾙによる当製品の損傷は保証の対象外です。

○ 校正（別表参照・校正にはｵﾌﾟｼｮﾝが必要になります。）

 １）テーブルの端のしっかりした場所にマウントするﾌﾞﾗｹｯﾄをを垂直に設置します。校正時の
   アームやｵﾓﾘへの障害を無くしておきます。機器はしっかりとﾃｰﾌﾞﾙ、ﾍﾞﾝﾁに固定してください。
   作業現場を選択する時はｵﾓﾘをかけるのに充分な状態の所を考慮してください。
    注意：充電ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰを110ｖｺﾝｾﾝﾄに差し込んでください。
 ２）機器のｽｲｯﾁを“ｏｎ”に入れ“Auto Clear Mode”と、“Track Mode”を選択します。
 ３）機器の単位を選択してください。
 ４）校正に必要なアームとホイールを選択します。（別表参照）
 ５）本体右側面のゼロノブを使用して表示をゼロに合わせます。（図参照）
 ６）交換器に反時計方向に３回ﾌﾙｽｹｰﾙで予備負荷をかけます。
    注意：正確なｱｰﾑ、ｵﾓﾘ、ｵﾓﾘﾄﾚｰを使用してください。
     例）2502-I-ETTの場合交換器に最大にかける予備荷重は２５lbs必要です。ｵﾓﾘを載せたり
        降ろしたりして左反時計向に3回行います。この行程は予行演習です。読み値を見る必要は
        ありません。全てのｵﾓﾘとｵﾓﾘﾄﾚｰを外します。（ｱｰﾑとﾎｲｰﾙは残しておきます。）
 ７）全てのｵﾓﾘを外したら、ｽﾃｯﾌﾟ５と同じようにしてゼロ調整します。これで準備ができました。
 ８）交換器のトルクレンジに対して50%になるｵﾓﾘを載せます。
     例）2502-I-ETTの場合交換器に12.5lbs載せると読み値は125in.ibsになります。この時の
        表示は125in.lbsの±5%±1、或は124.3－125.7であるべきです。
 ９）読み値に調整が必要な場合はｵﾓﾘを載せたまま下記の手順で調整します。（図参照）
    機器右側面に3つの調整穴があります。場合によってシールで封印していますが、ｼｰﾙが貼って
    あれば剥がしてください。一番上の穴が反時計方向（CCW）のＬＣＤ表示トルク値に対する調整
    ﾈｼﾞです。中央の穴が時計方向（CW）のＬＣＤ表示トルク値に対する調整ﾈｼﾞです。調整は適切な
    ﾏｲﾅｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰを穴に差し込んでﾈｼﾞを左右に回す事で適正なトルク値調整を行います。
１０）次にトルクの単位（NM/dNM/cNM）を点検します。上記のﾁｪｯｸ行程ﾓｰﾄﾞでｵﾓﾘを載せたまま
    “ＮM”ボタンを押します。適切な単位（NM、d ＮＭ、c ＮＭ）にする時は本体右側面のNM調整穴
    で調整します。

正しい位置

不適当な位置
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１１）全てのｵﾓﾘを降ろし、必要があればゼロ調整します。校正する前に単位ボタンを押して英国単位
    に戻しておいてください。ﾌﾙﾊﾞﾘｭｰの10%、50%、100%のｵﾓﾘを加えてﾁｪｯｸしてください。読み値が
    各重さで異なる時は±5%±1の許容範囲内で校正してください。
   最重要：調整後は必ず読み値を再チェックしてください。
１２）上記ステップを右方向（ＣＣ）にも行います。
    Ａ．違う方向で校正をかける前に交換器に対して3回の予行を行う事を忘れないでください。
    Ｂ・本体右側面の真ん中の穴が右方向（ＣＣ）調整用のﾈｼﾞ穴です。

株式会社  エスコ
本社／〒550-0012 大阪市西区立売堀３－８－１４
TEL （06）6532-6226   FAX （06）6541-0929

校正する時に必要なほかの道具（一覧表）

校正する時の他の道具

校正するネジ部
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